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Case 1 60％ 40％
Case 2 39％ 61％
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授業評価だったことが明らかである。次に，Case 1，Case 2および Case 3
に共通しているのは，設問７（教員の授業への意欲や熱意），設問８（教員
の話し方（スピード・聞き取りやすさ）においていずれも８割以上の肯定的
評価を受けている。さらに，Case 1，Case 2および Case 3は，設問12（知
識・能力の向上）および設問13（授業満足度）のいずれにおいても８割程度
の肯定的評価を受けている。
同一科目で複数開講されているクラス間で，学生の授業評価に関する共通
するパターン（回答分布）を見出せたと考えられる。肯定的評価に関しては，
設問７（教員の授業への意欲や熱意），設問８（教員の話し方（スピード・
聞き取りやすさ）において高い割合で肯定的評価を受けた場合には，設問12
（知識・能力の向上）および設問13（授業満足度）のいずれにおいても高い
肯定的評価を受けることが示された。逆に，設問６～11（設問９を除く）の
いずれにおいても極めて低い肯定的評価しか得られない場合には，設問12
（知識・能力の向上）および設問13（授業満足度）のいずれにおいても極め
て低い肯定的評価しか受けられないことが示された。
この二値形式の回答分布の形状の共通性が一般的なものとみなせるかどう
かは，今回分析対象としなかった他の科目におけるクラスサンプルについて
も分析を進めることで判断する必要がある。また，「入門ミクロ経済学」と
いう特定科目だけでなく，経済学部で開講されている様々な授業科目におい
ても，回答分布で見た場合の学生の授業評価に関する共通性がそれぞれのク
ラスごとに発見しうるかどうか，今後の研究課題として取り組みたい。
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